
 
世界防災フォーラム『持続可能な防災まちづくりと防災人材育成～片平流防災まちづくり～』

を開催しました（2017/11/26）   
 
テーマ：防災まちづくり、防災人材育成、片平地区 

場 所：仙台市国際センター白橿 

 

 2017年11月26日，東北大学災害科学国際研究所の主催，片平地区まちづくり会の共催に  

より、世界防災フォーラムのテクニカルセッションとして、「持続可能な防災まちづくりと防災 

人材育成～片平流防災まちづくり～」を開催しました。当セッションには、約140名（うち、   

外国人30名）が参加しました。 

 本セッションは、東洋英和女学院大学の桜井愛子准教授がコーディネータとなり、片平地区  

まちづくり会のコアメンバー4名と片平子どもまちづくり隊の中学生10名がパネリストとなる

パネルディスカッション形式で進められました。災害科学国際研究所の佐藤健教授（情報管理・

社会連携部門）がコメンテータを務めました。パネリストの発表順序と演題は、以下の通りです。 

今野 均（片平地区まちづくり会）：『片平流防災まちづくり活動について』  

堀野正浩（仙台観光国際協会）：『外国人住民と地域防災について』  

柳谷理紗（片平地区まちづくり会）：『防災情報発信』  

溝井貴久（片平地区まちづくり会）：『防災人材育成の取組み』  

片平子どもまちづくり隊（片平地区まちづくり会）：『片平子どもまちづくり隊活動について』  

 また、会場の客席からは、片平子どもまちづくり隊の中学生の保護者、および子どもまちづく

り隊の中学生の出身校である片平丁小学校の前教頭である大友重明先生からコメントがあり、 

子どもまちづくり隊が防災を含むさまざまなまちづくり活動に参画していることに対する称賛の

声が寄せられました。 

 さらに、一般の来場者からも、「地域の魅力づくり、それを知り、町への愛着をもってもらう  

ことが、とても大切であることを強く感じました。まちを愛し、まちづくりをすることが、結果

として防災にもつながることが学べました。また、中学生の発表、とても良かったです。とても

頼もしくて将来が楽しみですね。素晴らしい企画に感謝です。」といった感想もアンケート（自由

記述）により寄せられました。 

 セッションの最後に、コメンテータの佐藤健教授より、①片平子どもまちづくり隊の活動が  

主体的であること、②片平地区まちづくり会の執行部が子どもまちづくり隊や若手住民の意欲と

能力を活かしていること、③防災活動を防災だけでなく、まちづくり活動の中の一つとして位置

づけていることがすばらしい。防災を含む多様なまちづくりに関する具体的な活動に取り組みな

がら、将来の地域人材を育成している片平地区の活動モデルは、他地域が学ぶべきロールモデル

であるとまとめました。 

   

会場風景   コーディネータの桜井准教授   会場風景 

 

文責：佐藤 健・定池祐季（情報管理・社会連携部門） 

（次頁へつづく） 



 

    

今野 均氏     堀野正浩氏      柳谷理紗氏      溝井貴久氏 

   

片平子どもまちづくり隊の中学生 コメンテータの佐藤教授 パネルディスカッション風景 

 

 

セッションプログラム 


